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胞複体Xに対し、胞体の包含関係によって face posetが構成され、その分類空間（order complex）
はX が regularなときに、もとのX と同相であることが知られている。では non-regularな場合では
どうかというと、face posetの情報から再構成するのは一般的に困難である。
ところで posetはmorphismが一本しかない categoryと考えることができる。non-regularな胞複

体を再構成するには、morphismがもっと大きな集合、あるいは空間であるような、(topological) face
categoryを考えるというのが１つのアイデアである。
信州大学の玉木氏は、[Tam] において胞複体よりも一般的な概念である cellular stratified space

に対し、その face categoryの分類空間が元の空間と同相、ないしホモトピー同値となる条件として
「cylindrical structure」なるものを与えている。その着想に至ったきっかけは Cohen, Jones, Segalら
のMorse functionから flow categoryを構成し、その分類空間で元の多様体を再構成するという試み
である [CJS]。

今回の講演では、Morse functionによって与えられる非安定多様体による胞体分割 [Kal], [Kal’]が
cylindrical structureを持ち、その (cylindrical)face categoryと flow categoryが一致していることを
示す。これにより、[CJS]による多様体の再構成も、その胞体分割の cylindrical structureに着目する
ことによって示すことができる。
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